
始まりました！「花いっぱいプロジェクト」

https://www.maff.go.jp/j/press/seisan/kaki/200306.html

例年、3月は卒業式や送別会、各種イベン
ト等より、花きの需要が最も高まる時期のひ
とつですが、本年は新型コロナウイルスの感
染拡大防止のため中止されること等により、
生産された花きの価格が下落しています。
そこで、農林水産省では、「花いっぱいプ

ロジェクト」として、家庭や職場での花飾り
や花の購入促進の取り組みを実施しています。

国民の皆様へ

現在、食料品の不足は生じておらず、米、カップ麺、冷凍食品
など、通常通りの生産・供給を行っています。製品在庫も十分に
あり、需要を満たす十分な供給量・在庫を確保していますので、
安心して落ち着いた行動をお願いいたします。
また、学校給食用牛乳の休止等による牛乳乳製品の急激な需要

減少が懸念されています。野菜も暖冬でキャベツ等を中心に潤沢
に出回っており、価格もお手頃です。野菜や乳製品をたくさん召
し上がり、バランスの取れた食事で健康維持につなげてください。
生産者の方々を支えるため、ご自身やお子様の健康のために、

皆様のご協力をお願いいたします。

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html

農林漁業者の皆様へ

新型コロナウイルス感染症の影響により、農林漁業経営の維持安定が困難な農林漁業者を対象
に、農林漁業セーフティネット資金の貸付限度額の引上げ、実質無利子化、実質無担保等での貸
付けを行うなど、必要な長期資金を日本政策金融公庫等が融資します。
また、外国人材（技能実習生）を受け入れている皆様、学校給食休止でお困りの農林漁業者の

皆様、畜産関係者、酪農家・乳業家の皆様等に対して、各種支援がありますので、農林水産省の
ホームページをご確認いただき、お問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症に関するご案内

株式会社谷口農産（丹波篠山市）

◆総合化事業の概要◆

株式会社谷口農産は、丹波篠山市で水稲や黒大豆、栗
などを約40haの経営耕地で栽培しています。
代表の谷口社長は「美味しいお米と言えば「東の魚沼、

西の丹波篠山」といわれたい」と語っており、高品質で
より付加価値の高い農産物の生産を目指した経営を行っ
ています。

令和２年２月末に認定を取得した総合化事業
計画では、自社で生産する黒大豆を原料とした
煮豆の瓶詰を製造し、食品卸業への販売やイン
ターネット販売を予定しています。
この取り組みを通じて、丹波篠山産黒大豆の

更なる付加価値の向上だけでなく、新たな雇用
の創出にも繋げたいと考えています。
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総合化事業計画を認定しました

総合化事業計画は、六次産業化・地産地消法に基づき、農林漁業者等が農林水産物等の生産及びその加
工又は販売を一体的に行う事業活動に関する計画のことで、農林漁業者等の所得の向上や農林漁業経営の
改善を図ることを目的として国が認定を行っています。
兵庫県における認定件数は、令和２年２月末現在で118件となっており、全国で北海道に次いで2番目

に多くなっています。

代表の谷口 和也氏（写真左）



丹波市春日町、大河ドラマの舞台にもなる黒井城
跡の麓で丹波大納言小豆を栽培し、平成30年に設立
した、丹波大納言小豆生産振興会の初代会長も努め
ておられる、「なかで農場合同会社」の中出靖大さ
んにお話をうかがいました。

親は稲作農家でしたが、400年以上の歴史がある
特産品の丹波大納言小豆が栽培の難しさと生産者の
高齢化等により生産量が減るのを憂い、８年前に作
付けを始めました。
丹波大納言小豆は、

種皮が赤く、大粒の
俵型で、江戸時代に

は京都御所に献納されていたことが文献にも残っています。
この度、そんな丹波大納言小豆と丹波市産のお米を用いたパッ

クの赤飯を、その特性を活かせるよう大阪の米穀店と共同で何度
も改良を重ね商品化し、１月下旬から道の駅やインターネット等
で販売しています。

ネーミングやパッケージデザインは、地元氷上高校の生徒に提案い
ただき、「赤鬼飯」と命名しました。
赤鬼とは戦国時代に地元黒井城の城主で明智光秀と戦い、丹波の赤

鬼と呼ばれた赤井直正にちなみました。
ほかにも丹波地域特産の山の芋を使った

「ふりかけ」の商品化にも取り組んでいま
す。

最後に、市内各地域により農地の条件が違うため、今後は誰もがどこ
でも小豆を栽培できるようサポートし、丹波市の農業を守っていきたい
と力強く語っていただきました。
また、中出さんの取り組みは、丹波市の農業者を称えるため、毎年開

催されている｢丹波農業グランプリ｣にもノミネートされています。

歴史ある丹波大納言小豆のブランドを継承し、
パックの赤飯「赤鬼飯」を開発！

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/shokusan/saigai_r2-march.html

政府では新型コロナウイルス感
染症による企業への影響を緩和し、
企業を支援するための施策を講じ
ております。金融支援措置、雇用
調整助成金の特例措置や相談窓口
などを御紹介します。
今回の新たなお知らせとして、

学校給食休止への対応としての
「給食調理業者、食品納入業者等
への各種支援」や、「強力な資金
繰り対策」等を内容とする「新型
コロナウイルス感染症に関する緊
急対応策（第2弾）」を公表して
います。

新型コロナウイルス感染症で影響を受ける食品事業者の皆様へ

給食調理業者、食品納入業者等に対する支援

学校給食休止への対応として、地方公共団体等の学校設置者の負担となる
学校給食費に相当する費用について支援を行います。
また、学校給食関係の事業者について、給食再開に向けた安全・安心の確

保と食品ロス対策のための支援をきめ細かく行います。

金融支援措置

新型コロナウイルス感染症特別貸付制度の創設、マル経融資の金利引き下
げ、日本政策投資銀行・商工中金の危機対応業務等の実施、セーフティネッ
ト貸付、衛生環境激変緩和特別貸付等を実施しています。

雇用調整助成金の特例措置

雇用調整助成金は、経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされた
事業主が、 一時的な雇用調整（休業等）を行うことによって労働者の雇用
維持を図った場合に、 休業手当等の一部を助成するものです。

※ 他にも、各種支援がありますので、農林水産省のホームページをご
確認いただき、お問い合わせください。



魅力ある環境創造型の農業経営を目指して！

飼料用米については、平成27年３月に閣議決定された食料･農業･農村基
本計画で生産拡大が位置付けられており、生産性の向上とともに飼料用米
の特徴を活かした畜産物の高付加価値化を図ることが求められています。
飼料用米を給与した畜産物のブランド力強化とともに、飼料用米の定着

化を推進するため、平成29年度から「飼料用米活用畜産物ブランド日本一
コンテスト」を開催しており、耕種農家と畜産農家の連携により、飼料用
米を活用した畜産物の高付加価
値化の取り組みを実践している
先進的かつ他の模範となる畜産
事業者等を表彰し、その取り組
みや成果を広く普及しています。

第３回目を迎えた今回、当広報誌vol.14で紹介しま
した、加古川市の株式会社オクノの「オクノの玉子」
が農林水産大臣賞を受賞しました。

広報誌vol.14 http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/pr/h_satt/attach/pdf/h-satt201705.pdf

「飼料用米活用畜産物ブランド日本一」の受賞者決定！！

飼料用米を50％以上使用した配合
飼料（右）と商品（上）

代表の奥野克哉氏

豊岡市出石町の「有限会社 グリーンいずし」で働きな
がら、自宅でも米作りを行っている、宮下知彦さんに経
営や将来についてお話をうかがいました。

卒業当初は豊岡市内のレンタカー会社で働いており、
農繁期に家の農業を手伝う程度でした。集落の農地は多
くの人が他の地域の人に委託している状況で、耕作放棄
地も増えていました。
このまま耕作放棄地が増えていくのは寂しいし、後継

者も少なく、自分自身に何かできることはないかと悩ん
でいました。
そのような中、行政主導で農業の担い手を育てる「豊

岡農業スクール」が開校されることを知り一念発起。会
社を辞め、入校しました。
農業スクールで３年間の研修を修了後、独立は難しく、

まだまだ現場で学ぶことも多いと考えたことから、有限会社 グリーンいずしに入社し、現在は、
水稲を中心とした業務を担っています。
農繁期に家で手伝いをすることはありましたが、実際

に担当を持って取り組むようになってからは、「最初の
計画」の重要性を学び、手を掛けて管理した分、作物も
応えてくれ、収穫したお米を「おいしい」と言ってもら
えることが何よりも嬉しいです。

また、豊岡YＡC（Youth Agricultural Club※）に入っ
て、若い農業後継者と情
報交換を行いながら、地
域社会に密着した農業青
年を目指しています。

将来は、農業の担い手が少なくなった自身の集落で独立し、や
りがいがあり、魅力があると思ってもらえるような環境創造型の
農業経営を目指し、若い世代にも伝えていきたいと考えています。

※豊岡YＡC：豊岡市で雇用就農やお婿さんも含む２０代～＋農業に興味を持つ者で構成され、若い農業者相互の親睦と情報を交換す
ること及び単位クラブ間の親睦、連絡を密に行い、地域社会に密着した農業青年を目指す団体。



農林水産省では、3~5月を農作業事故防止重点期間として｢春の農作業安全確認運
動｣を実施しています。

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2020.03

⑦ 道の駅淡河

令和２年春の農作業安全確認運動実施中！！

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

O生

３月を迎え、春めいた躍動の季節となりました。
しかし、今年は、新型コロナウイルス感染予防のため、多くのイベント等の中止、

延期、内容の縮小や変更など、これまでに経験のないことが起こっています。
手洗い、うがい等の身近なところから、基本的な対策を行い、早期の終息を願

っている日々です。

昨年12月にリニューアルオープンした神戸市北部にある「道の駅
淡河」の直売所を紹介します。
直売所は道の駅のリニューアルに先立ち昨年8月3日に先行オープ

ンしました。
売り場面積600㎡、駐車場は55台と以前の２倍ほどになり、ツー

リング、サイクリングの集合地点・休憩場所として利用されたり、
ファミリー層や近隣のゴルフ場からの帰りに立ち寄ったりと多くの
お客さんが直売所目当てに訪れています。
直売所は今回お話を伺った道の駅淡河直売所直売部会の石井部会

長を含め、105名の生産者が旬の野菜や弁当・総菜、パン、漬物、
米、はちみつ、工芸品など、常時100種類程度の生産品を販売して
います。

この地域は、新鉄砲ゆり、チ
ューリップなどの花やねぎ（北
神ねぎ）、いちご、いちじくが
有名ですが、一部の生産者はえ
びいもなどの京野菜、アイスプ
ラント、菜の花やレタスなども販売しており、弁当・総菜な
どは地元の食材をできるだけ使用し、部会員が中心となって
作っています。

店内は商品が見やすく選びやすいレイアウトであり、二度三度と訪れたくなります。
道の駅淡河には直売所のほか、お食事処では名物十割そばや各種定食、店外には、屋台形式で

米粉を使用した黄金焼（大判焼）が食べられる場所もあり、ゆっくりできる施設となっています。
今後のことをお聞きすると道の駅淡河米岡駅長は、「淡河町を元気にするには道の駅淡河だけ

ではどうにもならない。淡河城址や本陣、石峯寺などの文化財や他の店舗と連携することにより
多くの方に淡河町に訪れていただき、道の駅淡河はその拠点・休憩所となれればいい。」と、ま
た、石井部会長は、「当地域は、新規就農者もいるので、若い人にも直売所部会に参加してもら
い直売所をどんどん活性化していきたい｡」とおっしゃっていました。

名称 ：道の駅淡河（おうご）
所在地 ：〒651-1603 兵庫県神戸市北区淡河町淡河字弘法垣643番1
電話番号：078-959-1665
営業時間：【物販コーナー】10：00～17：00

【レストラン】 10：30～17：00
定休日 ：【物販コーナー】12月31日、年始

【レストラン】 毎週水曜日、12月31日、年始
駐車台数：55台 ※年始の営業については施設にお問い合わせください。


